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一一一 県内受入れ留学生年々急増．グ（11月1日現在 191名） 一一
平成 4年 度富山県留学生等交流推進会議（議長 ： 小
黒千足富山大学 長）が， 去る11月24日（火）パ レ・ プ
ラ ン高 志会館「嘉月 の間」において開催されました。
（表紙写真参照）
企 推進会議議長の小黒学長の司会 で， 活発な意見が
交された平成4年度富山県留学生等交流推進会議
会議では， 小黒議長のあいさつに始まり， 続いて，
本会議に列席された文 部省学術国 際局 留学生課 留学生
交流推進室熊谷英男 推進係 長から， 「21世紀を 展望
した 留学生受 入れの対応方針」等我が国 の基 本的施策
の現状について説明を受け． 議事に 入りました。
まず， 同推進会議運営委員会の増田委員長（本学学
生部長） 及 び道菅幹事（本学学生課 長）から，
① 富山県 内における外国 人 留学生の受入れ状況
② 富山県 留学生等交流推進会議運営委員会におけ
る審議の状況
③ 富山県 内在住外国 人留学生等生活実態 調査結果
の概要
の以上 3 点について報告があり， 県 内 留学生のうち私
費 留学生が6 5%と多数を占めている現状で， 奨学金の
月額が4 万円以下文は全く受けていない 自費留学生が
全体の47%を占めていること， これらの 留学生が種々




方策， 特に， 奨学金制 度の充実及 び良質・低廉な宿舎
の確保について活発な議論 を交わし， 今後， 県 内の大








また， 最 後に， 富山大学経 済学部4年生 林 美山
君（マ レイ シア ） と富山医科薬科大学大学院薬学研究
科博士課程後期1 年生 促 健偉君（ 中国 ）が， 富山
での生活の現状について感想を述べました。二人は，
富山の素晴らしい 自 然や人情豊かな 県民性に感謝して


























































平成4年12月発行 学 報 第339号
日本育英会奨学金返還説明会に多くの奨学生が集う．グ
一一一 育英事業の果す役割りの認識が更に深まる 一一一
平成4 年度日本育英会奨学 金返還説明会が， 去る11
月26日（木）15時20分から経済学 部201講義室で行われ
ました。
現在本学 には， 日本育英会奨学 生が， 1,318名（うち
I種1,071名， E種247名）いるが， このうち， 平成
5 年 3 月満期予定者314名(I種 259名， E種目名）
を対象に説明会が行われたものです。
当日は， みぞれ混じりのあいにくの寒い空模様となっ




























民子 要和畔度以聖 ヌ成元年草 文成2年事 文成3年事 文成4年事 ぷE当3、 呈.1ト 山手 平度成入3年学 歌き 合計第1種 第2種 第1種 第2種 第l種 第2積 第1種 第2種 第1種 ｜ 第2種 第l種 第l積




学 4 4 8 
教 育 学 部 1 1 48 16 61 9 55 (1) 13 8 247(1) 大研
学院 究
経済学
科 4 2 6 
経 済 学 部 7 2 55 12 64 14 64 (!) 5 73 (1) 15 311(2) 大研 学 院究理学科 8 10 18 
理 Aィ�」 部 6 38 11 33 (!) 17 30 7 34 (!) 18 194(2) 大研
学 院究工
学
科 18 15 33 
工 学 部 6 4 70 16 60 13 57 (2) 23 14 320(2) 
-€!; 計 25 7 236 59 259 (1) 61 256 (4) 59 234 (3) 62 1,258(8) 合 計 34 31 65 
（注） （ 〉内数は． 併用貸与奨学生数で内数である。
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書館， 黒田 講堂の見学がセットされ， 当日の応募・参













































































... 小春日和で瞳かい日であった が， ユニークな卵型を
した 黒田講堂見学の頃は大分間も傾きかけていた
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9 : 50 集合（富山大学事務局玄関）
10: 00 大学発
10: 00～11: 00 （移動）
11: 00～12: 00 YK K吉田工業（黒部事業所）
12: 00～12: 40 昼食CYKK) 
12: 40～13: 10 （移動）
13: 10～14: 00 根っこランド（魚津埋没林博物館）
14: 00～14: 20 〈移動）
14: 20～14: 40 魚津市桃山運動公園
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14: 40～15: 00 
15: 00～16 : 30 






平成4年12月発行 � 十 報 第339号
／ 一 〈富山大学名誉教授の会研修会を終えて〉 ‘＼ 
去る 4月末の連休の折り， 四谷名誉教授のお世話で， 砺波のチューリップフェアーを参観し
たのが大変好 評で， 6 月の総会の時， 次回は筆者の勤務地である魚津方面へ， ということにな






前日まで荒れ模様の天気で， 世話役としては大分気を探みましたが， 幸い当日は好 天に恵ま
れ， 和 気あいあいのうちに無事終了することが出来ました。




好 天には恵まれましたが， 眺望があまり良くなく， 桃山公園 から遠望できる能登半島の雄大
な姿をお目にかけられなかったのが残念でした。また， 富山職訓短大では， 施設の一部を見て




l前列左から 坂井 養回 黒坂 三上 楠瀬 後列左からl
若林， 薄泉， 酒井， 鹿瀬， 四苔， 頭川， 吉岡の寄名誉教授 J 
-9-




絶好の秋晴れとなった去る 1 1月22日（日）本学体育会 自 動車部（部長 ： 工 学部物質工 学 科 砂田 聡
助手， 主将：経済 学部経済 学科 3 年 近 藤新三郎， 部員：男子38 名， 女子 8 名， 計 46 名）が主催して，
第15回富山大学学 内ラリーが「富山大学フレッ シュラリー」と銘を打ち， 盛大に行われました。
日夜． 勉 学に勤しむ傍ら 課外活動にも心血を注いでいる学生の心意気を感じ， 近 藤キャプテンに 以下
のインタビューを試みてみましたので紹介します。
Q；今年の学内ラリ ーの概要を聞か せてください。
A ： 今 年も例 年どおり 11月22日に 自 動車部主催で 『学
内ラリー」を開催しました。この 「 学 内ラリー」も
はや第15回を迎えました。 自 動車部では， 毎 年 6 月
頃に「ファミリーラリ ー』を， 1 1月頃に『 学 内ラリー」
を開催しています。 「ファミリーラリー』では， 出
場者を全国 から 募集し， また， 出場対象をラリー 経
験 者から初心者まで幅広く， 規模も大きいのに対し，
『 学 内ラリー』では， 出 場対象は 学 内 関係 者 及 び 学
生となっており， 規模も 小さいなっています。しか
し， 自 動車部では， この『 学内ラリ，－Jを『ファ ミ
リーラリー』の 成功に結ひ’つく第一歩として部 一丸
となって頑張って開催しております。
①実施 年月日等 平 成 4 年 1 1月22日（日）午前 8 : 01か
ら 1 分間隔で l 台ずつスタ ートした 。




交通安 全タイ ムラリー。なお， コ ース
図と指 示書はスタート30秒前に出 場 者
に渡し， 一般公道を使 用した。
④ 当日の様子 快晴のもと70人の参加 者たちも気持ち
よくラリ ーを楽しむ。なお， 優勝者に
は， ダン ロ ップタイヤ 1 セット， オイ
lレ 4 £， スピ ーカー， ノfリ ・ モス ク ワ
T シャツ， ノぜドミン ト ン セッ ト ， ノぜッ
ト＆グ ロ ープ， 三菱T シャツ 2枚 及 び
ジュ ース 2 £を， また， 出場者 全 員に
豪華賞品をプ レ ゼントした。
：一｜ラリー 成績卜…
（ゼッケン）（氏 名） （ゼッケン）（氏 名） ! 
j優 勝 5 岡田 圭二 フレッシュ賞 14 北嶋 孝行：
；第2位 1 奥田 武詩記念賞 2 1  玉井裕二郎 i
j第3位 18 大表 悟 ナピ賞 11 森 智哉：
；第4位 13 桜井 克之 レディース賞 7 村尾 香子i
j第5位 22 上山 崇 スカベンI賞 2 吉岡 武志i
j第6位 17 中西 義仁 ！ 
j第10位 24 村地 良二 ラリコン未使用部門
；第2刀位 4 石積 広行 第 1位 20 平田 芳信：
第2位 6 鈴木 究i
第3位 12 尾島 健－：
nu －－ 







か？また， 実施 結果の感想、なども併 せてお聞か せく
ださい。
A ： 今 年は， 「フ レ ッ シュラリー」として， 富大 の 学
内だけでなく， 北 陸近辺の学生にも参加を呼 びかけ
て開催しました。
富山大学だけでなく， 北 陸大 学， 金沢大学， 金 沢
工業大学， 新潟大 学， 福井大学から出場してくれま
した。出場後のア ン ケー ト には． 「来年も出たい。」
や， 「春のファ ミリーラリーにも出たい。」という
参加者がいっぱいいてくれました。参加者の方々 が





A：来年の 6 月 には， ファ ミ リーラリーを開催します。
これは， 今 年の 学 内ラリー以上に部員 一同頑張って
いきます。また来年は， 自 動車部30周 年の 年に 当た
ります。現在， 全国 各地でご活躍されている 自 動車
部O B, 0 Gの方々 をお呼 びし， 記念式典を聞きま
す。この他には， 来年は行事がたくさんあります。




女 学 内ラリーは毎年秋に開催し， 今年で15回になり




いただくことを 目 標にしました。この新しい コン セ
プトは 自 動車部員 自身の 内から誕生したことは顧問
としてたい へん喜ばしく感じております。
大 自 動車部はスポーツ ク ラブである。 自 動車部の 活
動は複数でおこなう球技と同じである。複数の部員
が同じ 目的をもって組織を作り， 役割分担を的 確に
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Mrg arita 理学研究所上級研究
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教授（ ロ シア）
平 成
4 . 1 1.15 ～ 4  .11.1 7  
Y. -F .S. ジュネーブ大学







私は， 今年 7 月2 8日から 9 月2 7 日までの 2 ヶ 月間，
文 部省短期在外研究員として， 北アメリカ及びヨー ロッ
パの 5ヶ 国を回ってきました。
主なる滞在地は， アメリカの デト ロイト市から西に
約 80kmの所に あ る 人口約 1 0 万 人 の ア ナーパ （Ann
Arbor） という 小さな市です。ここには， ア メ リカで
も10指に入る大きな総合大学ミ シ ガ ン大学（Th e Uni­
versity of Mich ig an） があります。 ここは街 全 体 が
大学キャ ンパスという感じで， 約 2 00の大 学の建物は
街のあちこちに 散在しており， 徒歩ではとても 1 日で
回りきれません。そのため， 何ルートかの無料大 学ノt
スが朝7時から深 夜 2 時頃まで走っており， 大 学 人の
便宜を図っています。
私は． 市郊外のキッ チ ン 付きモーテルの一室を借り，
40日間過ごしました。 比較的パスの 便が良く， 1ヶ 月
2 5ドルの市内全線 パスを買い， 毎日 便利に利用しまし
た。私が行っていた工 学部へは， 市内パスと大 学ノぜス




私を招へいしてくれたのは， 工 学部機械工 学の熱 流
体研究室のW.J.Y ang教授です。先生は， 台湾出身の
アメリカ 人で 日本語もお上手で， 大変な親 日家で私と
しては非 常に助かりました。先生の御専門は幅広く，
強制対流， 沸騰， 多孔質体の伝熱， 回転体内の伝熱と
工学部機械システム工学科 教 授 竹越 栄俊
流動， 熱流体数値解析， 更には生物熱工 学まで， 熱と
流体に関するあらゆることを研究され， 国際的にも著
名な方です。私が今 回 留 学し， 研究したテーマは，
「粉体を利用した断熱に 関する研究」で， 特に． 高性
能低温断熱に 関するものです。これは， 先生の多孔質
体の伝熱の御研究と直接， 間接に結ひーっくもので， 実
験装置の 見学， ディスカッ シ ョ ン 等を通じて， 私の研
究に大いに役立ちました。
ア メリカ， ヨー ロ ッ パへは， 本学の先生方も多数行っ





ア メリカの大学では， 原則として教 官積算校費とい
うようなものはなく， 教授自身が企業， 学協会， 財団，
研究所等から研究費用を集めなければなりません。 し
かし， 集めた研究費は全部使えるわけでなく， 大 学に
よっても異なりますが， そのうちの伺 パーセ ントかは
共通経費として大学の管理・ 運営のため取られます。









ら， 直接的な経費の他にス タ ッフの人件費， 場合によっ
ては， ドク ターの学生の学費や生活費の面倒も 見なけ
ればならなし、からです。それがなければ， 今のア メ リ
カの大学では， ドク タ ーの学生はほとんど集まらない
でしょう。Y ang教授研究室でも， 助教授の 人 件費，





「 日本の大 学の講座費という 制 度は大変良い 制 度であ
る。額が少なくても毎年定期的に研究費が入るとい う
ことは， 非 常に羨しい。」と。実際， 研究室は質素な
ものです。古い計測器を大切に使っていますし， 学生
の コ ピー， ファ ックスなどはすべて本 人持ちでした。
アメリカの大学では， 学部及 び大学院修士の学生に
卒論， 修論がないようです（修士では， 修論を課 す先
生もいる。）。したがって， 研究室の実労部隊は博士
課程の学生です。私が ミ シ ガ ン大学に行ったときは，
丁度夏休み 中であったにもかかわらず， 彼らは 日 夜研
究に励んでいました。 しかし， 学部， 修士の 学生はほ




の大学では， 卒論， 修論をやらせ， 特に， 自然科学系
の学部では夏休みであるにもかかわらず， 学生が真剣
に実験， 研究に取り組んでい るのは， 大変素晴らしい
ことと思、いました。
最近， 日本ではコ ン ビュー タ が急速に発展し， 大 学
の研究室でも大いに役立っていることは周知のことで
すが． 日本以上にコ ンピュー タ が利用されているのは，
アメリカの大 学です。Y ang教授は， これが問題 だと
言ってい ました。コ ン ビュー タを使った シミュ レー シ ョ
ン 等の研究は， 機械工 学でもますます重要になってき
ますが． 従来からやってきた油まみれになった実験的
研究もやはり重要です。ア メリカの大学では， ア メ リ
カ 人がこのような実験的研究を嫌う傾向にあるそうで









ア ナーノてから更に西方へ300 凶ぐらい 行くと シ カゴ
に着きますが， 丁 度その 中間地 点に バトルクリーク




り， 現在， 日本の大手及 び 中企業が14社進出してい ま
す。
私は， 幸いにもここの大企業と 中企業の 2 社を 見 学
する機会に恵まれました。いずれも自動車部品メーカー
で， そのうちの一社は， 日本でトップの部品メーカで
す。工場の敷地は非 常に広く， その環境は， 日 本と較
べて 全く素晴らしいものです。工 場を見学してまず感
じたことは， 最 新の工 場であるにもかかわらず自動化，
省力化が少し遅れていることです。 見学後， この 点に
ついて質問すると， 工場責任者は素直にそれを認めま
した。それには 2 つの理由があり， 1 つは人件費が安
いこと， もう 1 つは雇用促進のためです。確かに， 人
件費は 日本に較べて安いようです。州によっても異な
るが， ミ シ ガ ン州の工 場労働者（ブルーカラー）の賃
金は， 時給8 ～10 ドル程 度です。ア メリカ 人は週刊時
間働きますから． 1 時間10 ドルとしても年間所得は 2
万 ドル（日本円で2 50万円）です。 日 本の ボーナスと
いう制度はなく， せいぜいクリスマスに 1 週間分ほど
の手当がつく程 度です。 夫婦で働くとしても， 一家族
の年間所得は500 万円以下です。これは， 日 本 よりも
かなり少ないように思われますが， 実質的にはそうで
はないのです。なぜなら， 生活必需品である食料品，
電気， ガス， 水 道， ガソリ ンなどの エ ネルギーが日 本
の半額 以下， 家賃も面積当たりでは， やはり半額 以下，
子供の教育費は 日本のように塾や家庭教師をつけない
から非 常に安い。そして， 冠婚葬祭に金を使わないの
です。自動車， 電 化製品などの耐久消費材， 衣類， 日
用品は， 日本と同程 度の値段であるけれども， 無駄な
ものに金を使いませんから， 生活がしやすいわけです。
それに較べて， 日本 人は何を期待しているのか， 子供





黒人は， 工 場のような単純作業の繰返しの仕事に 長続






者， パスの運転手， ガードマン， 土木作業 員など様々
な分野に進出し， 日本の若い 女性なら絶対にやらない
ような仕事を平気でやっています。私が深夜12時に乗っ
た タ ク シーの 運転手が女性で， びっくりしました。 道
路工 事の現場でも， 若い 女性がス コ ップを持って働い













筆者は， 平成 4 年 度文 部省短期在外研究員とし
て， 平成 4年 7 月2 8 日から平成 4 年 9 月2 7 日まで
の間， 「粉体を利用した断熱に関する研究」をテー
マにアメリカ合衆国 のほか， カナダ， オース ト リ
















(1) 平成 4 年 度在来生合宿研修について















(2) 平成 5年 度富山大学学生募集要項［追 加 ］（案） に
ついて
(3) 平成 5 年 度大学 入試センター試験富山大学試験 場
の実施体 制について




(1) 平成 4年 度保健管理 センター運営費予算（案）につ
いて
























(1) 自 己点検評価項 目の策定等について
(2) 平成 4 年 度 自 己点検評価の実施項 目について




(1) 平成 5 年 度富山大学学生募集要項［追 加 ］（案） に
ついて











(1) 当面の諸 問題 について




本学レ ク リエー シ ョン委員会体育部会卓球班と文部
省共済 組合富山大学支部共催による 平成 4年 度学 内 卓




く大 会 成 績〉







はやり言葉の年間大賞は， 『きんさん・ぎんさんJ， 新語部門の金賞は， 竹下政権誕生に介在したとされ
る右翼皇民党の 「ほめ 殺し』。 ‘ 92 日本新語大賞選定委員会 （草柳大蔵審査委員長） は12月 1 日， 平成 3 年1
2 月 から平成 4年11月 までに生まれた新語・流行語の 中から優秀 作を 決定した。
年間大賞に輝いたのは， 国 民的アイド ルになった百歳の双子姉妹『きんさん ・ ぎんさん』。 誕生日の感想
『うれしいような， かなしいような』 （きんさん）に語録賞も贈られた。
新語部門は， 竹下元首相らの再喚問が焦点になっている皇民党の 「ほめ殺し』が金賞， 『カード破産』が銀
賞， 銅賞は， 花のお江戸にかけ上がった博多 名 物『もつ鍋J。
表現部門の金賞は， 日本経済 の今を鋭く分析したベス ト セラーの『複合 不況』， 銀賞は， 『 3 K』よりはる
かにきつい看護婦さんたちの『 9 K J， 銅賞は， やたら謝罪する企業 ト ップを度肉った『謝長悔長』。
流行語部門は， テレ ビドラマのマザ コ ン青 年『冬彦さんJが金賞， 銀賞はテレ ビC M 『ねェ， チューして』，
銅賞は金丸さんが教 えてくれた『上申書』。
大衆語部門は毛利さんの『宇宙授業』， テレ ビC M 「歌手の小金沢 ク ン』， 美人高校生殺人事件 『ツインピー
ク ス』が金， 銀， 銅賞。
聞 この 記事は， 平成 4 年12月 2 日 （水）の 北 日本 新聞朝刊から掲載させていただきました。
円i’EA 
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
理 学 部 助 手 吉田 尚弘 タ 熱帯湿地林の ガス代謝調査ほか
4 .11.18 
イ
4 .12 .10 





及びペレス ト ロ イカの諸様相の調査 4 .12 . 2 
理 学 部 教 授 広岡 公夫 イ 岩石試料 採集ほか
4 .11.2 5 
ン ド
4 .12 .10 
，， 助 手 酒井 英男
4 .11.2 5 
ノノ ノノ
4 .12 .30 
経済学部 助教授 岩崎 政明 アメリカ合衆国 商品ファンド課税及び電気通信による証
4 .11.15 
券投資の課税問題 に関する調査研究 4 .11.2 5 
理 学 部 助教授 庄子 仁
4 .11.16  
II アイスコアに関する研究打合せ
4 .12 . 1 
海外研修 経済学部 助教授 柳川 洋一 高齢化社会における医療政策の日米比較
4 .11.24 
II 
研究 5 .11.2 3 
理 学 部 教 授 堀越 叡
ド イ ツ G.L.アムシュツッツ教授の70才の誕生日 4 .11.2 6 
アメリカ合衆国 の祝賀講演会出席ほか 4 .12 .13 
，， 教 授 棲井 醇児 フ ィ リ ピ ン 1990年代の物理及び工学の国際学会に出
4 .11.30 
席ほか 4 .12 . 8 
昌司副司』
〈新任者住所〉
人 文 学 部
講 師 岸 田 文 孝
（朝鮮 語 ・ 朝鮮文 学）
人文学部・理学部
文部事務官 松 田 信 和
（用 度 係）
外国 人教師 呉














助 教 授 村 井 文 夫
（比較文 学）
〔訂正〕前号掲載の河井道子 養護教諭の所属は， 附属 中
学校の誤りでした。
口。







進学， 同63年 4月同研究科第一種博士課程合成化学専攻を修了（工学博士（東京大学） ）。 同
年同月富山大学工学部工業化学科有機合成化学講座助手に就任され， 平成 2 年 4 月学科改組
により物質工学科物質化学工学講座に所属されていました。
同 氏は， ヒューストン大学化学学部J.K.Kochi教授のもとでPostdoctral Research 
Associateとして1 年間， 有機化学の研究を行うため， 平成 4年10月1 9 日渡米されたもので
あります。
同氏は， 有機合成化学， 複素環化学． 錯体化学を主研究分野とされ， 学術論文 「Oxidative
Chlorination of 1, 10-Phenanthroline and Its Derivatives by Phosphorus Pentachlo­
nde in Phosphoryl Chloride B ull. Chem. Soc. Jpn. 1992」等2 0編余りの論文 を公表さ
れ， 研究者として， 関係学会においてその業績を高く評価されるとともに． 教育者としても．
常に厳正な教育姿勢の中にも温情を持って指導に当たり， 「良き先生」「良き兄」として学
生・院生から尊敬され， 慕 われていました。
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本 部
研修会 （於 ： 京都パ ス ト ラ ル）
13 日 第58回国立大学協会事務連絡会議 （ 於 ：
11 月 2 日 第2 団体育部会 学士会館）
第13回新教育課程 実施委員会作業部会 第4 回 自 己点検評価委員会教育 活動専 門
4 日 第50 回東海・ 北 陸地 区 国 立大学 長会議 委員会
（於 ： 三重大学） 第2 回教育改革整備委員会組織制度専 門
部課 長会議 委員会
健康診断 （婦人科検診） 平成 4 年度学 内卓球大会
4 ～ 6 日 平成 4 年度教 職員文 化 展 16 日 第4 回 自 己点検評価委員会管理運営専 門
5 日 第1 回教育改革整備委員会教育課程等移 委員会
行専門委員会 第1 回 レ ク リ エ ー シ ョ ン委員会
第3 回学務関係係 長会議 16 ～17日 平成4 年度第14回北陸地区大学等厚生補導
6 日 第40 田 中部地 区 中堅係 員研修 （於 ・ 名 古 （ 自 治活動）担当者研修会（於 ： K K R 加賀）
屋合 同庁舎第2 号館） 17 日 第3 回 庶務係 長会議
第l 回教育改革整備委員会組織制度専 門 第5 回入学試験実施委員会
委員会 18日 北陸地区人事担当課 長会議（於 ： 福井大学）
第3 回 自 己点検評価委員会教育 活動専 門 第5 回 自 己点検評価委員会研究活動等専
委員会 門委員会
7 日 平成 4 年度学 内 バ レ ー ボ ー ル大会 第8 回部局長懇談会
9 ～10 日 平成 4 年度全国国立大学理学系学長会議 19 日 全国 公務員 レ ク リ ヱー シ ョ ン共同行 事富
（於 ： 金沢大学） 山地 区卓球大会 （於 ： 富山県総合体育 セ
9 ～10 日 平成4 年度東海北陸地区国立学校等施設系 ン タ ー）
職員研修会（於 ： 国立立山少年 自 然の家） 2 0 日 第4 回大学院委員会
9 ～11 日 平成 4 年度国立学校等幹部職員 （部長級） 第10回評議会
研修 （於 ： 国立教育会館） 第2 回 自 己点検評価委員会
9 ～13 日 推薦入学等特別選抜願書受付（人文 を除く。） 第3 回教育改革整備委員会組織制度専 門
10 日 第14回新教育課程 実施委員会作業部会 委員会
10～12 日 第4 回富山県地 区国立学校等中堅職員研 24日 部課 長会議
修 （於 ： 富 山 医科薬科大学， 国 立 立 山 少 平成 4 年度富山県留学 生等交流推進会議
年 自 然の 家） （於 ： 高志会館）
11 日 第4 回 自 己点検評価委員会研究活動等専 第5 回入学試験委員会
門委員会 第1 5回新教育課程 実施委員会作業部会
第2 回教育改革整備委員会教育課程等移 2 5 日 平成 4 年度退職者説明会
行専 門委員会 第2 回学 寮補導委員会
11～12 日 第91回国 立大学協会総会 （於 ： 学士会館） 26 日 日 本育 英会奨学金返還説明会
12 日 第2 回教育改革整備委員会教育課程 等移 第3 回教育改革整備委員会教育課程等 移
行専 門委員会 行専 門委員会
第3 回授業 料等減免選考委員会 26 ～2 7 日 共済組合担当者研修会 （於 ： 黒部荘）
第5 回補導協議会 2 7 日 第 8 回事務協議会
























30 日 学部将来計 画委員会 と学部施設委員会と
の合同委員会
教 育 学 部 ｜
4 日 大学院設 置準備委員会
5 日 カリキ ュ ラ ム 委員会
5 ～ 6 日 日本教育大学協会北陸地 区会学長・副学
長・学部長・学部教 員合同会議（於 ： 金
沢大学）
9 日 教育実習委員会
9 ～ 16 日 附属養護学校入学願書 ・ 附属幼稚園 入 園
願書受付
10 日 学部補導委員会
1 1 日 学部教 務委員会
教授会
人事教授会
18 日 自 然観 察実習 セ ン タ ー 運営委員会
拡大学部将来計画委員会
2 5日 学部教 務委員会
27日 入学者選抜方法検討委員会
報 第339号
1 1月 2 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会 と学部施 設
整備委員会との合同委員会







6 日 第9 回 夜間主 コ ー ス 設 置 15大学 懇 談会
（於 ： KK R東京竹橋）
9 日 学部施設整備委員会




18 日 学部職業 補導委員会
教授会
20 日 平 成 4年 度秋季国 立 12大学経済 ・ 経 営学
部長及び事務長会議（於 ： 東京郵便 貯 金
会館）




1 1月 5 日 係 長会議
9 日 学部教 務委員会
学部入試改善委員会
1 1 日 教授会
研究科委員会
人事教授会











11月 2 日 係長連絡会
4 日 学部拡大教 務委員会
5 日 博士課程設置準備委員会














11月 4 日 補導委員会
10 日 教 務委員会
11 日 人事教授会
教授会
12 日 将来計 画委員会









附 属 図 書 館
11月
5 ～ 6 日 平成 4 年 度北信越地 区国立大学図書館研
修会 （於 ： 新潟大学附属図書館）
-22-
報 第339号
5 日 第2 回附属図書館 自 己点検評価委員会 専
門委員会（資料整備等）
第2 回附属図書 館 自 己点検評価委員会専
門委員会（情報 システ ム）
9 日 北陸地 区国立大学図書館会計担当者会議
（於 ： 金沢大学附属図書館）
10 日 第3回 附属図書館 自 己点検評価委員会専
門委員会（管理運営）
学術雑誌総合 目 録欧文 編全国調査実施 及
ぴ デー タ 記入説明会（於 ： 名 古屋大学）
11 日 係長連絡会
12 日 第3回附属図書 館 自 己点検評価委員会専
門委員会（利用サー ビス）
13 日 第3回 附属図書館 自 己点検評価委員会専
門委員会（情報 システ ム）
16 日 第3回 附属図書 館 自 己点検評価委員会専
門委員会（資料整備等）
1 7～18日 平成 4年 度北信越地 区国立大学附属図書
館事務（部・課 ） 長会議（於 ： 高志会館）
2 6 日 北陸地 区国立大 学附属図書館 システ ム 担
当者打合 せ会（於 ： 金沢大学附属図書館）
地域共同研究セ ン タ ー ｜ 
11月13 日 滋賀 県立瀬田高校 関 係者視察
18日 第6 回経営者 ・ 研究者交流会
2 8日 第2 回技術 セ ミ ナー （第3 日 目 ）
30 日 小杉町立中太閤山小学校児童見学
保健管理セ ン タ ー ｜ 
11月19 日 保健管理 セ ン タ ー運営委員会
保健管理 セ ン ター委員会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 l T 目 5 18 
電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 附
